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大
道
塾

吉
田

正
男

中
村

隆
司

千
葉
県
柏
市
塚
崎
一
〇
六
九
e

六

二
三
、

七
、
一
三

淡
交
舎
政
経
調
査
会

佐
野

文
徳

大
島

清
治

広
島
県
広
島
市
中
区
富
士
見
町
一

六
e

一
四

二
三
、

二
、
一
八

天
照
会

落
合

勇
太

原
田

康
太

東
京
都
豊
島
区
目
白
五
e

一
九
e

一

八

二
三
、

六
、

六

伝
統
芸
能
美
術
研
究
会

塚
越
志
津
枝

塚
越

信
貴

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
松
見
町

二
e

一
五
e

二

二
三
、

六
、

一

東
京
奇
兵
隊

沖
元
か
お
る

沖
元
か
お
る

東
京
都
新
宿
区
上
落
合
二
e

一
二
e

八

二
三
、

七
、
一
五

日
韓
親
善
社
会
福
祉
連

合
会

安
部

龍
照

華
澤

隆
夫

福
岡
県
福
岡
市
南
区
高
木
三
e

二
e

九

二
三
、

六
、
二
二

日
本
維
新
会

牛
原

正
昭

牛
原

正
昭

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
一
七
四
八

二
三
、

四
、
一
四

日
本
ツ
イ
ッ
タ
ー
党

津
山

敏
明

齋
藤

勝
彦

大
分
県
国
東
市
国
東
町
鶴
川
一
三
二

五
e

三

二
三
、

四
、
一
四

日
本
水
を
守
る
会

前
田

昌
雄

米
盛

浩
二

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
船
津
町
四
e

一

二

二
三
、

七
、

七

平
和
党

白
石

真
人

白
石

真
人

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
上
の
宮

一
e

二
四
e

二
九

二
三
、

六
、
二
一

誇
り
高
き
日
本
の
会

三
池

神
也

柿
沼

正
之

東
京
都
港
区
海
岸
一
e

二
e

二
〇

二
三
、

七
、
一
一

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

（
総
務
四
三
八
）

J

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
三
九
）

K

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す

る
件
（
同
四
四
〇
）

O

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
（
同
四
四
一
）

P

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
四
二
）

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
等
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
四
三
）

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
財
務
三
三
二
〜
三
三
八
）

Q

〇
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示

（
同
三
三
九
〜
三
四
一
）

J
L

〇
個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令

第
四
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行

し
た
個
人
向
け
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告

示
（
同
三
四
二
）

J
M

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
N

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
平
成
二

十
二
年
度
財
務
諸
表
、
企
業
年
金
基
金
変

更
関
係

P
L

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

J
K
I

会
社
そ
の
他

J
K
J

会
社
決
算
公
告

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
三
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
六
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

Ë

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
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団
体
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称
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名
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任
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名
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た
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事
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所
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所
在
地
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年
月
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共
生
党

柳
瀬

健
一

佐
々
木
俊
夫

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
二
e

一
三

二
三
、

七
、
二
七

国
際
科
学
技
術
研
究
所

城
間

恭
司

木
村
美
喜
男

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
e

二
e

一
六

二
二
、

七
、

八

災
害
復
興
支
援
ク
ラ
ブ

小
中

一
秀

三
又

藤
代

大
分
県
大
分
市
西
浜
三
e

二
七

二
三
、

三
、
二
八

新
日
本
政
友
会

門
脇

正
夫

門
脇

正
夫

大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
大
門
三
二
三

二
三
、

四
、
二
〇

政
治
結
社
建
志
会

原

秀
則

矢
部

義
明

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
大
和
町
五
e

一
四
e

一
六

二
三
、

六
、

八

政
治
結
社
皇
豊
塾

Ù
野

澄
雄

今
井

遠
男

埼
玉
県
和
光
市
白
子
二
e

一
e

八

二
三
、

七
、
一
一

政
治
結
社
神
國
塾

檀
原

政
行

檀
原

政
行

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町
野
原
一
五
e

七

二
二
、

六
、
一
五

政
治
結
社
神
國
大
和
塾

岡
Ä

春
治

佐
々
木

忍

兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
大
窪
二
一

七
三

二
三
、

六
、

二

政
治
結
社
大
日
本
皇
誠

同
志
會

大
越

浩
一

池
澤

章
成

栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町
駅
東
町

一
e

八

二
三
、

六
、
二
七

政
治
結
社
天
誠
會

大
工
原
鐡
雄

丹
沢

正
光

山
梨
県
甲
斐
市
篠
原
三
〇
五
四

二
三
、

四
、

六

政
治
結
社
統
友
会

本
松

英
介

松
永

礼
巳

熊
本
県
八
代
市
鏡
町
鏡
五
七
三
e

一

二
三
、

七
、
一
九

政
治
結
社
日
本
皇
軍
和

心
會

伊
藤

和
孝

久
野

透

愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
中
野
町

八
九

二
二
、

六
、

七

政
治
結
社
日
本
同
盟

保
坂

龍

生
方

武
美

東
京
都
荒
川
区
西
尾
久
二
e

二
五
e

六

二
三
、

六
、
二
一

全
日
本
勝
会

徳
盛

栄
伸

境
田

弘

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
永
吉
二
e

二

二
e

一
六

二
二
、
一
〇
、
一
二
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